
“ものづくり”のベストパートナー

有機溶剤中の高温高圧腐食試験

有機溶剤中の腐食試験について

高温・高圧環境かつ有機溶剤中での金属材料の腐食試験を実施いたします。

化学プラントの設計および原料組成の変更に際して、プラント材料の耐食性を評価するのが一般的です。

原料が有機溶剤（ セト タ 油系溶剤など）か 高温高圧環境 場合 特殊な圧力試験装置（オ トク ブ）

有機溶剤の具体例

原料が有機溶剤（アセトン、エタノール、石油系溶剤など）かつ高温高圧環境の場合、特殊な圧力試験装置（オートクレーブ）

が試験機として必要となります。

当社では、お客様のご要望に合わせて、高温高圧環境下での有機溶剤中の腐食試験をご提案いたします。

● 主な有機溶剤

試験環境

● 試験条件有機溶剤 試験条件

試験温度 ：室温～600℃

試験圧力 ：最大29MPa

試験期間 ：短時間から長期間までご要望に

お応えいたします。

＊注） 試験溶液により 最大試験圧力 温度は

第1種 第2種 第3種

トリクロルエチレン アセトン ガソリン

クロロホルム エタノール 石油エーテル

酢酸エチル 石油ベンジン

メタノール ＊注） 試験溶液により、最大試験圧力、温度は

変動します。ご相談ください。

評価方法

● 腐食試験前後の評価法

メタノール

トルエン

試験片の外観観察

試験片の重量変化と腐食速度

孔食の有無
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溶 液： エタノール＋他の有機溶剤

試験温度： 200℃

浸漬時間： 12hr×5サイクル
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浸漬時間： 12hr×5サイクル

試験容器

図1 腐食量の比較（イメージ図）
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図2 圧力試験装置の例
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